













本学が創設 されて13年 が経過 しま した。1期 生は卒後10年 を迎えてお り、大阪大学附属病院では副看護師長になった










捕 らわれない柔軟な思考を育て、発想力を豊かにしてゆくことでした。この教育の継続が、現在のイン ドのIT産 業を発
達 させ、世界でも並々ならぬIT立 国として成長 し続けています。インドエ科大学の教育についてNHKが 放映していまし
た。60倍 もの難関を経て入学 した学生は、全寮制で、教員か ら出される課題を解くために午前1時 まで開放されている
図書館に通い、ひたす ら学業に打ち込んでいるそ うです。課題 には、正解はない。思考プロセスが評価 され るのです。ど
のように発想 したかが問われるのです。自由な発想力が課題です。この発想力が、Webのソフ ト開発を自由自在なものと
し、アメリカのマイクロソフト社との合弁会社 も設立 しています。そして、学生はイン ドエ科大学で学んでいることを誇
りとして、勉学に励み、巣立っているのです。このような姿を見て、果たして本学の看護学専攻の学生は、本学で学んで




イン ドエ科大学での国からの教育資金の豊富さと比較 し、大学が法人化 され、人員削減や競争的資金の調達などに知恵
を絞 らねばな らない教育環境のなかで、学生にはどれほどの豊かな教育が展開できるのだろうかと、考えさせられて しま
いました。教員が精神的に豊かであってこそ、学生にも豊かな教育ができるのではないかと考えると、今 こそしっか り今
後の教育の方向性を考えるべきときであると思いました。




大 阪 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科
保 健 学 専 攻 統 合 保 健 看 護 科 学 分 野
主 任 阿 曽 洋 子
一1一
